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「１ 非婚、２ 現在配偶者がいる、３ 離別、４ 死
別、９ 無回答」である。変数 var_kodomoninzu は、
子供の人数変数である。





値 度数 値 度数 値 度数
０ １
１ １９５ １ １９５
２ ２７ → ２３ １ → ２ ２８
３ １９ ３ １９
４ ４１ ４ ４１
９ １７ ９ １７




























１ ３５ ０ ０ ３６
２ １８ ９９ ９８ ２１５ ２ １８ １００ ９８ ２１６
３ １０ １８ １０ ３８
→ →
３ １０ １８ １０ ３８
４ ３ ２ ６ １１ ２３ １ ４ ３ ２ ６ １１
９ ０ ０ ０ ０ ９ ０ ０ ０ ０
合計 ６６ １２０ １１４ ３００ 合計 ６６ １２０ １１４ ３００
（a） （b） （c）









ケース ID２３の var_kekkon の値を１から２に修正した
















































































作業分担者 Aさん Bさん Cさん
担当変数 婚姻状況関連 所得関連 職歴関連
回答者の人物像 既婚の子あり 非婚の子なし 非婚の子あり
元値 修正値 修正値 修正値 統合後のデータ
性別 女性 女性
年齢 ３０歳 ３０歳
婚姻状況 非婚 既婚 既婚
子供人数 １人 （０人） １人
配偶者年齢 無回答 （非該当） （非該当） 無回答
本人年収 ２００万 ２００万
世帯年収 無回答 ２００万 ２００万
学歴 高校中退 高校中退
初職就業年齢 １６歳 １６歳












































の文脈的理解（contextual understanding of responses）
































































































































































































































「* Project Name :」欄がある。この欄に新しいプロジェ






































































































































































（Q1GENDER < 1 || Q1GENDER > 2） && Q01GENDER





























する。Layoutタブの Main Tableと Sub Tableは、それ
ぞれ Main Tableと Sub Tableのレイアウトを調整する
































































に応じて Layoutタブで随時 Main Tableのレイアウトを
変更することができる。

















































































































































































































































































ンドウを開き、「* Project Name :」欄にプロジェクトの
名前を、「* Raw Data :」欄にデータ入力用 CSVファイ
ルのパスを入力し、新しいプロジェクトを作成する。次

























































































































































































（変数名 < 最小値 || 変数名 > 最大値）
&& 変数名 != 非該当コード && 変数名 !
= 無回答コード
（var_weight < 0 || var_weight >







変数名 != 値 && 変数名 != 値 && 変数
名 != 値 && 変数名 != 値 && 変数名
!= 値
var_syokugyo != 11 &&
var_syokugyo != 22 &&
var_syokugyo != 103 &&
var_syokugyo != 325 &&




（変数名 < 最小値 || 変数名 > 最大値）
&& 変数名 != 非該当コード && 変数名
!= 無回答コード || 変数名 %１＝０
（var_nenrei < 20 || var_nenrei >
100）&& var_nenrei != 8888 && var_








（変数名 1 != 値 && 変数名 1 != 値 &&
変数名 1 != 値）&& 変数名 2 != 非該当
のコード
（var_kekkon != 2 && var_kekkon






（変数名 1 == 値 || 変数名 1 == 値 ||
変数名 1 == 値）&& 変数名 2 == 非該当
のコード
（var_kekkon == 2 ||






変数名 1 + 変数名 2 + 変数名 3 != 変数
名 4
var_tsugakujikan_hour * 60 +
var_tsugakujikan_minute !=
var_tsugakujikan_total






































DCSS Software may utilize the following copyrighted material,
the use of which is hereby acknowledged. EvalEx : Copyright
2012-2018 by Udo Klimaschewski（http : //about.me/udo.klima
schewski, http : //UdoJava.com）. The software is licensed un-
der the MIT Open Source license. Twenty-three other con-




























ing、 Volume No.２、 Methods and Techniques』の用語
集（United Nations１９９７）を増補改訂して２０００年に刊行
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